　独占資本主義・金融資本主義の下における資本家団体相互間の世界分割とこれをめぐる闘争とは、世界の経済的分割を基礎として一定の関係と状態とを形成し、さらにそれと並んで、かつそれと相互に関係し合って、政治的団体相互間の世界の領土的分割や、これをめぐる闘争すなわち植民地獲得闘争、経済的領土のための闘争を基礎とする一定の関係と状態とを形成している。この世界分割やそれをめぐる闘争は独占資本主義・金融資本主義の必然的な一局面であって、その意味で独占資本主義・金融資本主義の段階、すなわち資本主義の発展の最高段階においては、資本主義は必然に帝国主義の形態と特質とを具えるようになる。

　資本主義における最高の発展段階の時代、独占資本主義・金融資本主義の時代は、利用可能なあらゆる領土の占領時代、地球そのものを直接分割する時代である。

　近世の植民地領域の歴史は、基本的には次のように３つの時期に区分される。重商主義時代には、不等価交換による商業利潤を目的とする大商業資本が支配していたから、この交換上の利潤を確保するための植民地の領有が経済上必要な条件として重要な意義を持っていた。蓋し、商業資本の利潤は一方の損失・他方の犠牲においてのみ得られ、植民地はこの条件を充たすものであったからである。自由主義を原理とする発展期の資本主義の時代には、等価交換の原則の上に資本制生産を維持・発展させることが可能となり、したがって植民地領有の経済的理由が消失した。アダムスミスの自由貿易論や植民論をはじめ、当時の植民地不要論や植民地放棄論を見ても明らかな如くに、発展期の資本主義にとっては、植民地たると、独立の外国たるとを問わず、全世界にわたる自由かつ平等な貿易こそが重要であって、植民地を獲得領有する重要性を感じられなかった。これに反して、独占資本主義はその本来の性格に基づいて、いわば宿命的に植民地獲得に向かうのである。

　帝国主義下の植民地拡大の必然性については、基本的には次の４つの点を挙げることができる。(1)独占体による原料資源の排他的確保。(2)過剰資本の投資、投下資本の安全確保、競争排除による高い超過利潤の保障は、植民地の領有によって一層有利に展開される。(3)世界分割闘争は独占の強化を狙った大博打に過ぎないにもかかわらず、植民帝国の栄誉と国民全体の利益とのための国民的大事業であるかの如くに宣伝され、国外における征服が廔々国内問題を覆い隠すために行われる。(4)植民地において獲得せられる高い超過利潤は、独占資本家団からその一部を本国の労働階級の一部に頒ち与えられる。

　帝国主義の時代においては、社会主義諸国を除いて、多くの国々は少数の帝国主義列強の従属下にあり、他方旧植民地は本国の支配から独立しようとしていて、世界分割闘争は現在もなお陰に陽に続けられている。

　帝国主義については、第一に、それが資本主義一般の基本的な諸特質を具え、かつその直接の継続として資本主義の発展過程を通じて成立したものであることを注意せねばならない。すなわち、資本主義はその発展の一定の極めて高い段階においてのみ、その基本的諸特質の若干のものがその対立物に転化し始めた時においてのみ、また資本主義から一層高次の社会経済制度への必然的移行の過渡期があらゆる方面で形成せされ、明白な形をとって現れるようになった時、資本主義は帝国主義という特殊な形態をとるようになったのである。帝国主義は、この意味で資本主義の独占段階であり、その最高にして最後の発展段階であって、次の５つの基本的性格を具えている。

　(1)資本主義生産の集積が高度に発展した結果、独占が経済生活について決定的な役割を演ずるようになったこと。(2)銀行資本と産業資本との癒合とこの金融資本とを基礎として金融寡頭支配の制度が確立されるに至ったこと。(3)商品の輸出の外に、資本の輸出が特に重要な意義をもつようになり、対外投資が盛んに行われるようになったこと。(4)世界を分割している国際的独占資本家団体が成立していること。(5)資本主義列強間に地球の領土的分割が完了していること。

　独占資本主義の発展が不均等発展であることは、その基本的な法則である。すなわち、各種の独占的諸企業や帝国主義諸国家は決して同歩調で発展するのではなく、したがって一方の前進は究極的には他方の後退の犠牲において行われる。このような発展においては、諸大独占体相互間の経済競争も、或いは書帝国主義国家相互間の経済闘争も次第に激烈の度を増し、益々強力な手段を用いるようになり、ついに不可避的に戦争と破壊とを招くに至るのであって、独占資本主義を基礎としてその上に世界的な統一組織を確立することは不可能である。

